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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、地域住民を対象とした健診データ及び、地域がん登録によるがん罹患データ

を用いて、後ろ向きコホート研究の手法により、メタボリック症候群ががん罹患のリスク

となっているか否かについて検討したものである。その結果、男性の胃がん、男女の直腸

がん、女性の乳がんとの関係が認められた。このうち特に、メタボリック症候群と乳がん

とに強固な関係が認められ、メタボリック症候群は乳がん発生の危険因子になっていると

考えられた。本論文の内容は、住民健康管理におけるメタボリック症候群のいっそうの重

要性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


